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←表１  

←図１  

「日本海域研究」投稿原稿書式見本  

 

 

I.第１章の見出し  

 

本文・・・  

１）第１節の見出し  

本文・・・  

２）第２節の見出し  

本文・・・  

２－１）第１小節の見出し  

本文・・・  

２－２）第２小節の見出し  

本文・・・  

２－２，１）第１小小節見出し  

本文・・・  

 

Ⅱ .第２章の見出し  

 

本文・・・  

１）第１節見出し  

本文・・・  

・  

・  

---------以下，同様に -------- 

・  

・  

 

謝辞  

・・・  
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表１  

図１  

「日本海域研究」投稿原稿書式見本（例）  

 

I.はじめに  

 

本論文は石川県○○市西部の○○地域における地質調査結果をとりま

とめたものである。○○地域の位置を図１に示す。中村（ 1968）は本地域

に分布する上部新生界を岩相層序にもとづき三区分した。しかし，その後，

異なる見解が提出され現在にいたっている（山口・中村，1972；Kajikawa 

et al.， 1999）。そこで，・・・  

 

Ⅱ．○○地域における地質各論  

 

○○地域に分布する上部新生界は，下位より下部鮮新統石川層，上部更

新統・・・に区分される（表１）。  

１）下部鮮新統  

○○地域に分布する下部更新統は石川層のみである｡本層は青灰色の砂

質泥岩を・・・・・  

２）上部更新統  

○○地域に分布する上部更新統は，下位の角間層および上位の金沢層に

区分され・・・  

２－１）角間層  

黄褐色の砂岩からなる角間層は・・・  

２－２）金沢層  

金沢層はおもに灰白色の凝灰岩から構成されるが，基底部には黄褐色の

砂岩と青灰色の泥岩とからなる互層が識別され・・・  

２－２，１）金沢層主部（灰白色凝灰岩）  

白色軽石を多量に含む細粒凝灰岩から構成され，これらの白色軽石はお

おまかな級化構造 注 １ を呈することが・・・  

２－２，２）砂岩泥岩互層  

黄褐色の砂岩と青灰色の泥岩から構成され・・・  
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Ⅲ .地質構造  

 

○○地域には東西方向の軸をもつ背斜構造とそれに直交する正断層群

とで特徴づけられ・・・  

 

Ⅳ．考察  

 上部更新統角間層と同金沢層はこれまで傾斜不整合関係にあるとされ

ていた（○○， 1991）。しかし・・・・  

 

 

Ⅴ．まとめ  

 本研究をとおして明らかになったことは・・・・・  
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注  

 

１この級化構造は石川県○○市○○付近をとおる国道８号線沿いの崖で

観察することができる。  

２・・・  

３・・・  
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